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林地除草剤(塩素酸ソーダ) 

の合理的使用法



I 狀豪担当者

造林鄂除草剤研究室員 浅 沼 晟 吾

同 研究室長 箕 部 辰 夫

问 室 日 大 均 真 男

a就験目的

ササ地帯の伐採前地ごしらえに対するヘリコプター散ホ技術の普及左ど忆より,垃秘ソー 

ダ系除草剤の林地での使用而帝は年間5万haの多をに:遅している。

その戒草効果はササの我坷土演有瞰含肖址,水分など土興4境,植生の根の深さ,形懸 

東どによって彩醬されることがわかってをた。これらについての基準的研究も行なわれてきて 

いるが,估殺効果に及股す影備の既含を芻合的に娜析する仕事はまだまだ不+分であり,実際 

の建剤散布にあたって適確な指針をたてる•まで亿は至ってい之い。

そこで匿里に応じた散布基準の確立に対する耍求をみたすため,本試妝に埒いては,全国的 

にササ地帯に就我地を没定し,塩素酸ソーダの散布詩果を,土购摞境を中心とした各押因子と 

ともに鴻をし,估,後効果に影郷すると:考えられる主な妥因をチェツクし,絕合的に集析して, 

除草剤便用の合理化に役立てることを目標としな。

なお,本試駿は林野庁,な林局,林業就跋場の共同で行ない,とりまとめを林業武歎場が損 

当した。

m 試駭経過とえられた成果

昭和4 3年広に,これまでの研究成果と夹雖の散布事例などの報告を検射し,本試験の方法 

杳を作成して試験地遇定の基湖在定め,各宾林局に爐定因子・を指示した。また御査圍防に従い, 

潤査カードを作製した。(図1.)
容営林周ではこれに従って,4 3年度以降試簌地の股定•調査を行ない,林野庁•芯装就貌 

場へ秘告した。とりまとめの段階では,牝外,帯広,旭川,札制,秋EB ,前您,条京,長野, 

大阪,態本の! 〇営林同より最終報吿が到漪している。

試段地股!定因子の墓準に従い,実際に,没定された試験地の主妥因子の内容は浓-1のとおり

である。
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表-L 設定された試険地数(141ヶ所※)

、、主耍®子

ササの朝

作 業 Ao潛 火 入 ザ« ササ根 上 木
従来の 
効果

計
下

刈

摩

い

薄

い

有 無 大 小 深 浅 有 無 低 高

チシマザサ 4 4 4 3 1 1 2 2 1 2 1 1 2 6
スズタク・ 3 3 2 2 2 2 1 1 5
クマイザサ 4 5 7 6 3 3 7 6 7 4 4 4 6 〇

チマキザサ 1 1 1 1 1 5
ネ ザ サ 1 1 1 1 1 5
アズマネザサ 2 1 1 4
メ ダ ケ 1 1 1 1 1 1 6
ミヤコザサ * 3 2 2 2 2 1 1 1 2 2 1 1 2 〇

各客林局から送付のあった調査カードをとうまとめ検肘し f 試験の頭初;て方法酉仔xつ 

て指定した試験地選定因子が現地の状况から帯・両どお、り田とられなかったことや,また薬剤処 

理効染の判定基準がややあい凌いであったことなどから,集約したデータは精粗さまざ建で, 

その解析は充分担は左しえなかった。

以下に,データ数の多かった4租頼のササについて,種額別•地域別行,乘剤処理の効果に 

w を及ぼすと考えられる要® kつき若干の剔 を加える。

本洪験では時姗"に剤型・薬国を変えて薬剤が放布されているが,ここでは種類別•地域8lj 
に比較するのに都合のよい,粒剤----- 生長期散:布,翌年7月满査の枯殺効染«のデータを

主とした検的結果を述べることにする。

1.枯殺助果に変助を与える国境因子の検劉

171-,・クサイザサ (•式 -2.)
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(以下同透である。)

)
NaCgCB敬布屈は各試窥也或とも 

少磁,標單骨,多机の3段階が没 

けられた。標準冲を中心に次のよ 

っに表示した。

襪準伺(少昆,多hi)

)

根元断面積合舒値は

平均根元直号X疝リ本数

ササ枯死錦は枯死葉の羨面第比幫 

(%)で用定されたが,判定基準 

が明確でなかったため;て地域間X 

若干の変動がみられた。

枯死本数比酒によって牯死率を称 

正し,散布M；’こ対足した枯死率を 

侣互比蛟のうえ5段階忆ランク付 

けし「枯殺効果」とした。

)
土壌因子の润査は•林野土壌剥赤方 

法5Mて従って行なっだ。

ササの生育状況を示す因子は1m
x !瓦の枠内で彌査した。

V
で近示的に没わした。



1-1-I北見地皴
試験地は,域質なBD型土適の林地に段定されな。跡度が2 3 °以上の急斜面での土密 

母材は矽岩,また,2 2°以下のやや後い斜面での母材は安山岩となっている。％J者では枯 

殺程度は比較的大きいカ!»後者ではやや小さい。これは母材ないし傾斜度のちがいもあろ!) 

が,主として土壑A糖の構造や堅密度のちかいが関係しているように考えられる。

効果の良好であるところでは,土歸A屈の椚造は団粒状で堅密度は狡,A岡の衆さは?〜 

13血と浅く・ササ地下茎分布湫:lOs程医で,ササの离さもやや小さい。

効果のやや劣ったところでは,A濫のPH値が高く,眨換酸度の値がかなり低い,構造は 

粒状で堅密度が】為 A函の深さは】6〜2 3Eで,ササ址下茎分布深は13E〜2 Omとや 

や深い。火入跡地では効染カ唠っている。

その他Ao倩の摩さ,腐植や石驟含有環,土性,炭素含有留,ササの葉数や地上部瓶尽 

地下部孜窈,などの因子と効果との関係については,明瞭な裕向がみられない。

1-1-2 帯広地城
花崗岩('TS熔結疑灰岩)を母材とするBic〜Ble型の,A届の深い(Bic型で

2 5〜3 5¢码Bld - Bleで6 5CH以上)土壤のところに試験池が设定された。ササの 

地下茎分布深は21〜3 0mとほヾー棣にやや深目で,対下部抜蜃もやや大きめであるため 

か,ここでは除草剤の散布瓦を2 〇 〇阮/haを標単としてとり試駿を行なっている。全体 

に枯殺程度は大きい〇

効果の良好であったところでは,A隔の構造は団粒状で,PH値がやや低く,宣換嵌底が 

高目である。

’効果の劣ったところは,火入跡地であり,A冠の構造は粒状.PH値は6. 6と高く,瞬 

酸度の値が〇. 6ときわめて低い。ササの高さや地上部!£但が特に小さい。

その他の土壌因子やササの生育状況と,枯殺効果との関係は明歌でない。

1-1-3 fSJUW
試験地は安山岩及び砂岩•頁岩・粘板岩を母材とする埴質のBe〜Bd型土辑の林地え 

設定された。A僭の深さは9〜19 cm,ササの地下茜分布深｝±6〜2 5休であまり深くない 

が,A届の構造は全体に粒状で軟の状態を呈し全体の枯殺程度は大きくはない。

効果の盛く现われたところでは,地下茎の探さも11Eより浅く分布してなり,全体に高 

い値を示しているst換酸度もさらに高い。

土適用と効果との対応や,他の因子との関係については明らかな傾向はみられない。
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-1一 4枇滩域

石英安山岩を酔材とするBe〜Be型の埴質な土瑯の林地に試龄地が股定された。全体 

にA盾のPH值高く健决成度が低く ,枯沒母匪は大きくない。

比絞的効果の良く現われたところでは,A®の躁さがI 6E以下で浅目であり,構造は団 

粒状で弦〜款の状態,PH侦此& 〇以下で,ササ地下茎分布深はI0质までを示した〇

効果の劣ったところでは,A屑の深さは18〜32E,構造は主として粒伏を呈し,PH 
億は6.1以上と高く,置検酸既も大部分1.0以Fで低い。地下茎は1〇〜2 2Eとやや深く 

分布ナる。

土嗤型と効果との対応ははっきりみられないが,BC型土壌のところでも効果の劣る場合 

や,Be型でも効果のやや農く出現する墙合がみられる。その他因子との快!係には,明らか 

な傾向はみられない。

-1-5秋田地域
低海抜の,察坂岩を母材とするbd型土坑の林地に没定された。ここでは,土曜a磴の溪 

さは3 2〜5 8Eと一様;てかなり深い。構造は一様に団粒状で歎の状態を呈し,PH1 術は中 

位だが置換酸底は全体に高い値(大部分は2 4以上の値)を示す。ササの生育状況地下 

茎はIOS前後に分布し浅目で,密度が小さく,葉敌や断面積合針値も小さめである。地上 

部!s&や地下部近仰も格別大きくはない。

.•敬布風の標準が,125际/haとやや少なめであったこともあろうが,枯殺程匪は小さ 

い。

ここはササ密度の小さいことに示されるX 5 ftササ以外の植生がかなり混在する。

Naclo3の効果が十分には現われず,ササの再生がかなりみられたが,これが混在する植 

生の被陰によるためかどうかは不明で検伺を要するところでおる。幼令造林地(スギ ー 

6年生)で以前からの下刈作架にょりササの生育が抑えられ,他の植生が相当・混在してき 

たところでは,ササの髙さが小さく,地上部•地下部街:母は小さいが,効果がかなりおちて 

いる。また,上木に孩われササの高さや株田も普诵程度であったところでは効果がやや認め 

られた。このようにササ以外の植生が多目に混在するところでは,効果の発現につき検討す 

べき点があるようK思われる。

-1一 6 長期也域
1,3 0 0 m以上の高海抜地に設定された。ここで位土療の堆獄状應が朋醐であり,AfS 

はあまり深くは東いが,地下茎分布深が3 5〜5 0Eと大きく,散布圈が琛準で1SOK^/ha

-)3-



で;土枯殁程度が全体に小さい。

効果がやや恐められたところでは,A喧?の構造は団粒状で租健な状麒を示し,PH俄が低 

く性換酸度が高い。火入跡地も同椽である。

効梁の署しく劣ったところでは,Ao腐の即さが2 0ce以上もあり,A府の構造は粒状で 

茨の状態を呈し ササの高さは大で極めて高密度で,地上部:R•他下部2tが大きい。±W 
がBe型のところも同樣である。

-1-7総合邮
地域別にクマイザサの枯液効果の洗動と環境因子との関係をみたが,各地域ともほぼ同様 

な因子がとりあげられ,冋槎な傾向を示した。

地城のちがいや地形の差途による効果の変励は明らかではないが,本州の低海抜地でのク 

マイザサ群落で多少とも人手が加わり他の新生が相当即混在していてササの击印や高さなど 

の小さいところで改,Naclo3の効果が+分に現われなカっあこの原因としては,植生 

にxるササの被陰などか考えられるカ:,検対の余地が残されている。

土築母牯のちかいが効果に与える影??は大きいとは恩われない。

上木の有無による効果の変動は一Sの侦向がみられなかったが,火入跡地では効果が劣る 

ようである。

土壊型の差違と効果の変動との対応M, 一定の侦向がみられなかった。周知のように土適 

型は気茨地形のちがいに起因する微気象や水分倒境の差違によって生する土塀の形態や性状 

のらがいをもとに分けられたもので,その差違は当然効果の変動(にひぴいてくるものと考え 

られる。しかし,同一の土圈型に位隘づけられていても,出現した効果Kは大・小の差があ 

り,以下に述べるようなさらに細かいレベルでの土頻条件の差遠の検討によってそれが説明 

されるものと考えられる。

土壞因子でやず注目されるのは,土壊の近水性と平行的関係(亡あろといわれる。A帝の構 

造と堅密度の因子である。透水性•通気性の大きい土閔ではササの吸収根も良く発遂し粒剤 

散布の効果も大きいと考えられろが,団粒状で粗緩な状態を示ナところでは粒状で畝の坎態 

のところより効果が良く出現した。

土烦の酸性度により,酸化力の強いNac1O3の効果の変動することが考えられるか,全 

般:にA想の酬酸度の債が高く,P H値の低い条件を示すところでは,効果は大まく出現し 

ている。

ササの根系の分布する土層の上を被覆するAo屈の存在は,粒剤散布の埸合の効果出現に 

-9グー

はマイナス庭因となることが考えられるが,厚さが数E程度であれば馅尊はめだたず,榕塁

Iて!7い場合に大きくひぴいてくるようだ。

土冗A翌の诲さは,ササの地下茎の分布深を規制すると考えられるが,A野の深さのみで 

は十分な関係ずけはできない。爆括的にいえば,A屈が浅い方が地下茎の分布深も段く,効 

央の出現は良い。

土晦の堆硬樣式が崩穢型を示し 土尚の深部までササの地下茎が分布するところでは効果 

力、 他の堆帝型との関係は明らかでない。

その他 土性や石踪・腐植・炭祟含有日と効果の変動との関係ずけは明らかな傾向がみら 

れない。

ササの生育状況を示す因子の中で,池下茎の分布深と効果の変動との関係については今ま 

でもJ£視されている。全般:的には,分布深が浅い程,効県が大きく現われるようだが,この 

関係は述統的に疫化していくものではなくて,抵ね1〇,・程还の深さを境界として,それよ 

り浅い分布深では効果の劣ることがみられる。

ササの高さや依飛などてついても効果との臾係が強いと考えられるが,ここでみられた結 

果では単純な関係ではなく,高さや葉数,断面糖合計値,対出諮•地下部とも,一定の大 

きさ以下の箱囲ではむしろそれらの値の大きい方が,枯殺効果が良好に出現するようである。

1-2 チシマザサ(表-3)
1-2-1札视地域

低ぼ平担な,火山決を母材とする砂質なBd型土毆の林地に設定された。ササの地下芯 

が分布するIA用は深さが13E以下で全体に浅く,構造はー密亿団粒状で款の状熙を呈 

し,全体の効果は良好である。

枯殺効果のやや劣ったところでは,ph値が高目で獻検酸度の値がやや低く,地上部匿 

饲が大宣い。地下茎が2 0mと深く,ササロ高さもごく大息いところも同槻でちる。

そ・の他の因子との関係については明らかでない。

1-2-2 秋田地城
火山氏を母材とする埴質なPw( h ) -m夏土・をもつ,&ぼ平担な林地に試典地が股 

定された。A。届はいく分厚目で,A簡の構造は団粒状,堅密度は室〜秋を呈する。全体 

にPH倒はやや低く,觥換酸匿はやや髙い。地下':％の分布混は10 e前後である。

ここでは,散布迪の標準を125Kg/haとやや少左めであっなこともあろうが,枯段

程度は全体かなり小さい〇
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要 因 傾斜方位徵斜度］基 岩 土 崩 型

122 〇 〇 〇

124 〇 〇 〇 〇

126 〇 〇 〇 〇

。猪苗代123
127

的橋地域!25 〇〇 〇 〇

11 2 〇 〇 〇〇

1 I 3 〇 〇 〇〇

〇 〇 〇〇

〇 〇 〇〇

120 〇 〇 OC
〇 〇 〇〇

〇 +和田 I14 〇 〇 〇〇

秋田地域121 〇 〇 〇〇

102
103

〇____〇

〇 〇

〇

〇

〇

〇

。恩庭105 〇 〇 〇 〇

札愕堆城104 〇 〇 〇

表ー3 ナシマザサの枯波効果と?3々の攻境因子
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姿 因 構造・菸密度 炭素含冇 3 I PH 置麥弦度 ササの棄欲/沖

、、カテゴリー 

歓検地域、、

④ ⑤ ①

T

£

②

•*-*

$

③ ’少 r

4 
c>

(お

5 
了

55
6 I
L 
〇

2 
〇

2
7

〇

(4)
分*—
1

〇0 
〇

⑤ ⑦

〇 
〇

〇1
1
2 
〇 
〇

3④

4 
〇

8 
〇
〇

⑤

札幌地城

〇恵庭

10 4 〇 〇

〇

D 〇 〇

1 05 〇 〇 〇 〇

102 〇 〇 〇 〇 〇

10 3 〇 〇 〇 〇
一、

、・ノ

秋田地域

〇十和田

121 〇 〇 〇 〇 3
11-1 〇 〇 〇 〇 P
119 〇 〇 C) 〇 〇

120 〇 う
〇 〇 〇

117 〇 〇 〇 〇 〇

1 1 5 〇 〇 〇 〇 〇

11 8 〇 〇 〇 〇 〇

11 6 〇 〇 〇 〇 P
11 3 〇 丿 〇 〇 〇

11 2 〇 〇 〇 〇 〇

111 〇 〇 〇 〇 〇
1 I 〇 〇 〇 P 〇 〇

前将地域 

〇猪苗代

1 25 〇 、ノ 〇 〇 〇

123 〇 〇 〇 〇 〇

12 7 □ 6
〇 〇 〇

1 2 6 〇 〇1丿 b
〇 3

1 2 1 〇 〇 〇 〇 6
—122 〇 〇 〇 1

〇 〇
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ここでの土演分析データからでは不明であるカ;,この原因は瑪既性ポト・ゾル土股である 

ことにあると考えられる。つ咤り,湿性ボドゾル土では土埴の透水性が不良で水分の停滞 

しゃす“地形に出現することなどから,土増の酸来欠乏状態を招き,土壊が環元状態にな 

るとされている。この嫁元状旗が,通い験イ匕力をもつNaCの切毒性低下につながること 

は想定されうる。

効果のやや留められたとこ・ 火入媽!!で,A圈カ:やや浅く,堅密度は堅,水混状態は 

適潤で,地下部位が他より大きい。即ちササの生育状況はある程度よく,また土無水分の 

状況も遭当であったと考えられる。

-2-3前橋地域
海抜1,3 0 0 C!程度の安山岩を侵材とするBd , Bb型土壇の,fまヾ平担な林地に設定 

された。こゝではチシマザサとチマキザサが¢!ヾ半々に混生している。地下茎の深さが 

2 5 co程度でかなり深く分析するが,ササの高さは3 〇〜5 0 吶度で低い。全体にA成 

のPH偵低く從換酸度の値が高い。ササの地上部冻愚はや、小さめだが地下部3i扱は大き 

い〇全体に枯殺程度は小さい。

効炭のかなり劣るところは,土磨が埴質なBb型で,A；®夜単粒状で鑿密である。また 

置換酸度の値が僧より低い。

その他の因子との関係亿ついては,明らかでない。

-2-4総合岫
チシマザサについても,クマイザサのところで検討したと同様の因子がとりあげられた。

地域による差違としては,北海蛍では効果良好である結果カ!.本州では効果不泉である 

結果カ:,それぞれ報告された。地域によって林地の魚境因子などには,明晩な契がみら 

れなかった。これらの結果がー股的なものであるかどうかは断定できない。

試験地が任歳で選択された結果ではあるカ!,報告された海抜高と傾斜度のテータでは, 

クマイザサとチシマザサとで若干のちがいがあった。チシマザサの場合・は,やゝ高い海抜 

高と,蒯度が殆ど〇〜官で,最大でも1び程踏料面心!が報吿された〇クマイザサの場合に 

は,海抜高は比較して低く,1〇。〜2 2落既の斜面の刿が多く。かなりの急斜地のデー 

夕も報告された。

土験母材・としては,火山灰ないし安山岩の例だけであるカ、 データは不+分である。

土墳型の發と効果との対応では,Pw(h)-m型の土腹で効果が署しく劣り,bb型 

ゴ孃でも効果が劣った。他の球型については,傾向が明らかでない。

-10〇-

せた,湿性ボドゾル化土壌のところでは,火入跡地で効果が認められた。

土骥A賢の深さは,1〇〜30E寝度の例が多く,全体に深くはない。地下茎分布深も 

同様に】〇〜2 5ceであるが貶ね1Och程度のものが多く,クマイザサより波い分布を示 

す。Ao層やA層,地下茎分布深は,浅目でちる方が効果の出現は良い。

A層の土性が曜［質に塩けば効果は劣るようである。また,A層の構造が団粒状で蜃密左 

状徳であれば効果が劣るxうである。

PH僚は全体に低く,置挨酸度は商い値を示しているが,効果の聞められるところでは, 

PH仕はさらに低く,皑換酸度はさらに高い値を示した。

ササの生育状況を示す因子では,緞妇高さ,断面積合計,地上部也,地下部近などの 

値の大・い方が効果出現は良い傾向を示す。

断面科合斟・値や,地上部度•地下部匮の大きさについては,単位而秋当りではチシマザ 

サもクマイザサも,大差ない。

1-3 ミヤコザサ (表 一 4.)
1-3-I帯広地域

火山灰を母材とした,やゝ平担なBd型土嗔の林地に股定された。風幡の堆積を示し 

IA風は6〜11cmと洩いカ:,地下茎は13〜3 05と深く分布する。構造は団粒状で粗 

蘇で的る。PH任［は高く,置喚枢度は低いが,散布Jtが2 〇 〇命/haを標準としてとら 

れ,枯殺程度は大きい。

上木の多いところで,ササの高さが大ま<地下菜分布深く,地上部航や\大で・るとこ 

ろでは,効果が若干劣った。

1-3-2 颇峻
高海抜(1,3 〇 〇 m〜1,8 oom)のところに設定された。Ao層はや'厚目で,AJ3 

の深さ就2 0—3 0 m程度。PH値は低く fg換酸度は髙い。ササの地下茎は2 〇〜4 0 m 
とやゝ深目に分布する。枯殺:程度は全体に髙くはない。

効果の劣ったところでは,土癢型がPw ( i)-D!型で,上木うつ閉度は9 5%と髙く, 

PH値が低く 瞰酸度高く団粒状で粗底方状態を呈し地下茎の分布深は!1皿と浅い。

土墳がB0型のところは,Ao曆やゝ厚目で,A膺は細粒伏ー軟,粒状一軟を示すが, 

¢>!り効果はおちていたい。
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値
B

う

cB

因 倾斜方位傾斜度 基 岩 土 悩 型
上木林相・ 

ウッ閉度

21 6 〇 〇〇 〇

21 4 〇 〇 〇 〇

。上田 21G 〇 〇 〇

。筮訪213 〇 〇 〇

〇 ± 松 211 〇 〇

長野均城212 〇 3 〇 〇

〇2〇 4 〇 〇 〇

203 Q 〇 〇 〇

206 〇 〇 〇 〇

202 〇 〇 〇

幣201 〇 〇 〇

帯広地域205 〇 〇 〇 〇

表ー4 ミヤコザサの枯殺効果と瑯々の母境因子
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要 因 構造・堅密度 炭素含有骨 PH 避換酸度

、、カテゴリー

試験地城、、

回 
律 1 
辞

答 
1
個

丈

⑤
耆

1
艾

①

T

2 
〇

②

ュ
泰

③

今
7

8 
〇 
冷

④

二

1
2 
〇 
密

⑤

1
2
7

混

①冬

卜?5 C

:)$

■ P
二

'5> 5

④

〇

芻 

1
e

5

②

1
1

2 
〇

③

1 

b

1 
耳 1 
?

〇

⑤

已
1
1
〇

⑥

3
2 
〇

32 •1

帝広地域

。釧 路

205 〇 〇 〇 〇

201 〇 〇 〇 〇

202 〇 〇 〇 〇

206 〇 〇 〇 〇

20 3 〇 〇 〇 〇

204 〇 〇 〇 〇

長野地域 

〇上 松 

。教 訪 

。上 田 

〇 S 田

212 〇
•

〇 C ) 〇

211 〇 〇 〇 〇

2 1 3 〇 1 〇 〇 〇

210 〇 〇 C > 〇

209 〇 〇 C ) 〇

20 7 〇 〇 〇 〇

•
大阪地城

。福 山

217 〇 〇 〇 〇

21 5 〇 〇 C ) 〇

214 〇 〇 C 〇

2 16 〇 〇 C ) 〇

218 〇 〇 C ) 〇

2 1 9 〇 〇 C ヽ 〇

-1 04

ササの葉数/就 ササの高さ 地下茎の深さ 根元断面積^5tm^ 地上部近最%

①

1 
〇 
〇

②

〇1

2 
〇 
〇

③

〇

(3. ⑤ ⑥ 〇:

1

4 
〇

②

41 
?
8 
〇 
a

③

8 I

G 

2

⑤
161

⑥ ①

1

汗

'②

9

章

③

1
7

3 
2 
甘

3、

4 8 
符

4
T

6

3

1 7

—2 
〇 〇 
〇 〇

修

〇

5)

8 
〇 
〇

〇 (D

4 
〇 
〇

©

8 
〇

⑤ ⑥

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 < c 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 b 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 〇

〇 〇 〇 〇 1 〇
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契 因 地下部位企g/对
N aC^O3
敬布畳

K?/11 a

枯殺効果

、、カテゴリー

試験地域ゝ、

①

〇 
〇

②

8 
〇
〇

③ ⑥

•
〇1

小-大

1 2
i
3 •1 5

帝広地域

〇釧 路

205 〇, 200(15 0.250) 〇

20 1 〇! 〃 〇_

202 〇 〃 〇

206 〇 〇

203 〇 〃 〇

204 〇 〇_

長野地披

。上 松

。敬 勃

。上 田

。日 田

2 12 〇 1 8 0 (1 2 0. 2 4 0 ) 〇

2 1 I 〇 〃 〇

2 1 3 〇 〃 〇

2 I 〇 〇 〃 〇

209 〃 〇

207 〇 〇

大阪地域

。福 111
2 17 〇 1 3 0 ( 7 0.1 9 0 ) 〇

2 15 〇 1 8 0 ( 9 0. 2 7 0 ) 〇

2】4. 〇 〇

21 6 〇 1 3 0 ( 7 0,1 9 0 ) 〇

21 8 〇 〇

21 9 〇 〃 〇
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1-3-3大阪地域
4 〇 〇〜6 〇 〇 mの低海抜で中程度の傾斜地に設定された。土塲型はBD(d)て 醐ば 

硬砂岩(一都貢岩,花樹岩)。A僧は12cog度で浅く,構造は団粒状ー蛛〜粒状ー軟, 

全体にPH値は低く橙換酸度は高い。地下、茎分布深は2 〇〜3 Oc>»と一様に深目だが,標 

準散布位】3 0K«/haTも枯殺程度は大きい。上木があっても,効果はも、ちていない。

1-3-4総合検討
ミヤコザサの揚合・も,クマイザサとチシマザサのところで検対したと同様な因子が効果 

にひびいているものと考えられる。

地域や地形,土郷母材や土贖理の差透によるちがいは明験でない。

出現した土蟻A岡はやや浅めのものが多い炉 地下茎の分布深は2 〇〜4 0«fと一殺に 

深い。Ao ISはやや厚目のところが多い。

A腐の構造は団粒伏のものが多く出現したが,粒状のところでも効果は良い。A価の土 

性が植質なところはやや劣る。

PH値は全体に低目であった。展換酸度の高いところでは効果良好である。

上木の多少との関係は明瞭ではない。

その他のE?境因子やササの生育状況と,枯戒程度との間«!は,少ないデータの範囲から 

では一定の烦向がみられない。

全体的区枯設結果は,救ね良好である。

1一4 スズタケ(我ー5 )
1-4-I東京地域

3び〜3ザの急斜地で,石英明总岩を母材とするやや砂質左Bd泡土壌の林地に設定さ 

れた。ここはスギの壮令林下でうつ閉度が90%以上。斜而上制と下部ではササの生脊坎 

況が多瘢左る。A。盾はやや厚目だが,A層は深くなく,その他の条件もほ田中庸で, 

効果は良い。

1-4-2大阪地域(散布3ヶ月後のデータ)

海抜8 0 〇〜1.3 0 0 mの硬砂岩を母材とする。やや砂質なB。型,B 曜>3ナ〜4妒 
程産の急斜地に設定された。A。廣はやや叩目でA督の深さは中程度,構造は団粒伏一軟» 

PH値は低く斑換酸度は大きい。地下墓は2 7〜5 7mと深部作分布し 地上部笛地下部 

ffi:はやや大惑めで,標準散布債2 0 0 Kレha«でも全体に枯殺程度は低い。但し散布翌年の 

効果｛cついては未調査で不明である。
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夜ー5 スズタケの拈殺効果と科!々の国境因子

頷猟刀位颂斜度 荃 岩

カテゴリ・

試演地域

ヽ4 % ° 〇 〇 〇

412 D 〇 〇 〇

409 〇 〇 〇 〇

。竹田 410 b 〇 〇 〇 〇

恩・本地域415 〇 〇 〇 〇

403 〇 〇 〇 〇 〇

•10 5 b 〇 〇 〇 !〇

大坂地域40 6 〇 〇 〇 〇

疼京地域401 〇 〇〇 〇 〇

• 大阪地域の枯殺効果は,散布3ヶ月後の翊蹒果〇

•,態本地城の土廟綢査因子は,秘地T伝4 0 9〜414までは,一つの代我値で示された。
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構造・祭密成 炭素含有皆

3

〇

〇

こ

〇

〇
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効栗のさらK劣ったところは,上木の多いところや,Bb祖湖で構造力嚇粒状で堅密 

をA層を示すところ•である。

1-4-3態本地城
1.0 〇 〇 〇前後の海抜髙の,3け〜4ずの急斜而Iて設!定された。火山厌を・©材とし,

B°(d)型土演で,Ao宣の厚さは5m程度,A岡の深さは12〜2 0c格度で深くない。 

地下茎分布深は2 〇〜3 5Eと深目で,ササの生育状況は葉段が多く高さが低い母かは,任 

/中程度の大きさを示す。

効果の劣ったところは,上木うつ閉度高く,砂岩•粘板岩を母材としたBb型土協で,A 
層はや、深く,柝逍は粒状一枚 ササの高さが2 m以上と大あく,地上郡重が大きい。

古い火入跡地では効果はむちない。

1-5 まとめ

クマイザサの項で主として细を加えたように,散租の因子が,很類•地域をとわず同様 

にとりあげられた〇

その中でとくに傾向の明潦につかまえられたのは,土崩A物の・造ー堅密度と,PH値ー 

性憐酸度の値であった〇

枯殺効果の程度(てよって,前者の因子列をつければ次のよう亿考えられる。

①団救ー紫A②粒状ー谁③団粒ー款①粒状ー欲A⑤細粒ー軟之

⑥団技一室>⑦細检-壑A ⑧単粒一堅,

また,PH偵と匱換酸変忙ついては,PH値が低いほど効果が良く出現する頑向と,眦供 

酸度の相対的な髙・低のちかいとによって,全体の効果の変動にむすびついていくよう«み 

える。

なお、,こ、で将えれたデ-タからは,ササの短類によって出現する土壇のPH値にはやゝ 

預向的なちがいがみられそうである。

土県型と効果の変動に関しては,湿性ポドゾルイ址題 Br型土埴など,やゝ極端なタイ 

プの土墳では明らかに効果の低下・がみられるが,その他の一段的土癡クイブについての関係 

は単純でなく,さらに細かいレベルでの検討が必妾であろ。

址下室の主として分布するA回の深さや地下茎分布深について/浅い方が効果の出現は 

良いが,これも単純な関係｝てはない。

また,これらについてはさら代:,ササの程類によって特性がありそうで,クマイザサは浅 

へ探のA翌の土増田,中位〜深部に分布する。チシマザサは中位の深さのAISをもつ土?0【て, 

-1

比鮫的浅く分布しミヤコザサは敬いA層の土壊に,比較的深く分布する,スズタケ技中位 

の深さのA储の土阿に,比鮫的深く分布するようである。これらのことがまた,除草剤の効 

果にひぴいて現われてくることは十分想定される。

直接に枯殺効果とはむすびっかない汎 ササの根元断面愤合計と現存伺とが,かなり高い 

相関を示していることが翱察された。(図2〜•；)

ササの弑類によって大さなら力;いはたいようにみえるZ"今後のH料の集積により,ササ 

の現存以の多少によって散布日の補正をすることを考えるときなどは,この関係は使えそう 

である。

2.今後の問題点

除草剤の枯賴効果に影辟を与えると考えられる朝女の協境因子について埃射を加えたが こ 

れにより一定の合理的左使用方法が蹄立されたわけではなく,2 , 3注目される因子がとり出 

されたにすき’ない。

林!也の利用が今後さらに多面化していくなかでは,今回の就験で行なったように於業レベル 

でも基磯データを単位ごとに一定様式のカードに残して行在,今後の除草剤使用にないてチェ 

ックすべき妥因を摘出することが世皱である。そのうえに,これらデータの総合化•定依化を 

行なって,合理的使用方法の確立に役立つことになる。

今回はデータ数カ:少なく,数申噬などの統Of的手法による検対ができなかったカ5.稲々の 

環境因子のデータを範ちゆう化したり,効果の渡呦礼関片する度合の大きいと思われる因子を 

検肘したことなど,今後この諜題解決への一つの方向ずけ在行なったと考える。

今後のこの方而のデータの集I"既まれるところである。
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図ー2. 4横のササの根元断面積聞と全衣房
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図ー4. 4每のササの极元面積舍計と菜数
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国有林における採種園の害虫防除


